
令和 3年度 第 1回 浜松市総合教育会議 次第

日時 : 令和 3年 7月 12日(月)  15：00～

場所 : 庁 議 室

1 開会

2 市長あいさつ

3 令和 3年度の協議事項など 資料 1 

4 協議事項 

教員の資質・能力の向上について 資料 2 

5 閉会



令和 3年度の協議事項などについて

回 日時等 協議事項/報告事項 

1 

7 月 12 日（月） 

午後 3時～ 

庁議室 

協議事項 

・教員の資質・能力の向上について

【論点等】 

○ＩＣＴ活用指導力の向上とオンライン研修等の推進について 

○新たな時代に対応した教員の育成について 
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12 月 8 日（水） 

午後 3時～ 

庁議室 

協議事項 

・新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について 

【論点等】 

  〇ＩＣＴの活用や地域との連携など、多様な学習活動を踏まえた

機能性や安全性の確保について

〇個別最適な学びの実現や「新しい生活様式」を踏まえた施設環

境について

報告事項 

・ 特別な支援を要する子供への支援充実について 

～教育的ニーズに応じた多様で柔軟な教育の充実について～ 

（令和 2年度 第 2回協議事項） 

※現時点の内容であり、今後の状況により変更になる場合があります。

資料1



令和３年度 第１回総合教育会議

1

令和３年７月１２日
教育センター
教育施設課 ICT教育推進担当

《説明資料案》

2

本日の論点

2. 新たな時代に対応した教員の育成について

１. ICT活用指導力の向上とオンライン研修等の
推進について

資料2
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校内の推進体制

校長

教育の情報化
推進リーダー

全ての教職員

任命

③希望研修

②悉皆研修

①CIO研修

【論点１ ICT活用指導力の向上とオンライン研修等の推進について】

１ 本市の取組（１）教育の情報化推進体制の構築

④
I
C
T
支
援
員

支援校内
研修で
伝達

②教育の情報化推進リーダー養成研修の実施

教育の情報化の推進役となる「教育の情報化推進リーダー」を養成
《研修内容 全5回》
・ICT支援員との連携
・学習アプリの活用
・情報モラル
・プログラミング教育
・G Suite(Google Workspace)活用

教育の情報化推進リーダーは、校内研修を実施して研修内容を伝達
4

①CIO研修の実施
教育の情報化推進に向けた管理職の役割について研修を実施（オンデマンド）
※現在もオンデマンドで配信中

【論点１ ICT活用指導力の向上とオンライン研修等の推進について】

１ 本市の取組（１）教育の情報化推進体制の構築



《研修内容》
・ブログの活用
・ミライムの便利な活用法
・はじめてのChromebook
・G Suite(Google Workspace)活用

《研修内容》
【基礎編】プログラミング教育の基本的な考え方
【実践編】実践事例の体験
【発展編】各教科等における活用を協議

◆情報教育研修《全４回》
個々のＩＣＴ活用指導力に応じた内容を選択

◆プログラミング教育研修《全３回》
基礎から実践・発展までを段階的に養成

③全ての教職員を対象とした希望研修の実施
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【論点１ ICT活用指導力の向上とオンライン研修等の推進について】

１ 本市の取組（１）教育の情報化推進体制の構築

• ヘルプデスクでの対応（月~金 8時50分~17時50分）
• 各小中学校への訪問（年間35回）
• ICTを活用した授業等をスムーズに行うための支援
• ICT環境整備・運用、管理などの支援
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《ICT支援員の役割》
◆授業支援
・授業の相談対応・提案、教材作成
・授業中の操作支援 等
◆研修支援
・教員向けICT活用研修の企画支援
・情報モラル・セキュリティに関する助言 等
◆環境整備・障害対応
・機器の動作確認、障害の一次対応 等
◆校務支援
・ICT機器等を活用した校務に関する改善提案 等

④ICT支援員の配置

【論点１ ICT活用指導力の向上とオンライン研修等の推進について】

１ 本市の取組（１）教育の情報化推進体制の構築



◆オンラインミニ研修
研修時間 15時から16時30分まで

研修形態の工夫
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《主な研修》
・経験研修の一部 (オンライン・オンデマンド)
・情報教育研修の一部 (オンライン・オンデマンド)
・免許状更新講習 (オンデマンド) など

《主な研修》
・学級経営研修 ・発達支援教育研修
・SDGs研修

新しい研修スタイル

《メリット》
・研修場所までの移動に係る負担軽減
・子供と向き合う時間の確保

《期待される効果》
・オンラインに対する苦手意識克服
・研修への参加意欲の向上

【論点１ ICT活用指導力の向上とオンライン研修等の推進について】

１ 本市の取組（２）オンライン・オンデマンド研修の実施
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【論点１ ICT活用指導力の向上とオンライン研修等の推進について】

２ 課題

（１）学校全体のICT活用指導力の向上
• 「教育の情報化推進リーダー」など、一部の
教職員のICT活用指導力の向上は図られているが、
学校全体のICT活用指導力の向上までには至って
いない。

（２）研修の受講機会や時間の確保
• 地理的要因による移動時間や業務の状況により、
研修の受講機会や時間を確保できない教職員が
いる。



9

・ ICT活用指導力向上を図る体制の充実と
効果的な研修のあり方について

・ 受講しやすい新しい研修スタイルの創出について

【論点１ ICT活用指導力の向上とオンライン研修等の推進について】

３ 協議内容
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《本市の目指す教職員の姿》

たゆまぬ自己改革

授業を
創る力

子供と
関わる力

よりよい
教育を進め
高める力

浜松市校長育成指標・浜松市教員育成指標

第３次浜松市教育総合計画後期計画 教育理念

未来創造への人づくり 市民協働による人づくり

教職員に求められる
資質・能力

○愛情と情熱を持ち続ける教職員
○専門性と指導力を磨き続ける教職員

【論点２ 新たな時代に対応した教員の育成について】

教員育成の基本理念
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教師塾塾生 教師塾師範

免許状更新講習 免許状更新講習
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生
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【論点２ 新たな時代に対応した教員の育成について】

１ 本市の取組（１）キャリア段階に応じた研修

教育公務員特例法第23条の規定に基づき、
実践的指導力と使命感を養うとともに、幅広い
知見を習得することを目的として、研修を実施
◆校外研修 15回
《主な研修》
・教員（初任者）の心構え
・学級経営、教科指導、生徒指導
・発達支援教育、外国人児童生徒指導、
不登校対応
・危機管理対応、防災教育
・接遇、家庭との連携
・人権、ユニバーサルデザイン など

◆校内研修（OJTによる指導）180時間
・基本研修 60時間 ・授業研修 60時間
・参観授業 30時間 ・示範授業 30時間
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R3 初任者研修

【論点２ 新たな時代に対応した教員の育成について】

１ 本市の取組（１）キャリア段階に応じた研修



《主な研修》
・発達支援学級担当教員研修
・通級指導教室担当教員研修(言語・学習障害)
・発達支援教育研修 など

発達支援教育に関する研修
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外国人児童生徒支援に関する研修
《主な研修》
・外国人担当者研修
・外国人児童生徒教育スキルアップ研修 など

キャリア教育に関する研修
《主な研修》
・キャリア教育推進教師研修Ⅰ Ⅱ
※「キャリア教育ガイドブック」の活用 など

【論点２ 新たな時代に対応した教員の育成について】

１ 本市の取組（２）本市の施策や教育的ニーズに応じた研修
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《主な研修》
・教師塾
・SDGs研修
・これからの授業づくり研修
・学級経営研修
・スーパーティーチャー授業公開 など

【論点２ 新たな時代に対応した教員の育成について】

１ 本市の取組（３）各自の力量を高める研修



（２）学び続ける研修体制づくり
• 教員に求められる資質・能力が多様化している中、
主体的に学び続ける教員を支える研修体制への
見直しが必要となっている。

（１）教員に求められる資質・能力の多様化
• 教育を取り巻く社会の急速な変化が進む中、

ICTを活用した新しい学びや、支援を必要とする
児童生徒への対応など、教員に求められる資質・
能力は多様化している。
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【論点２ 新たな時代に対応した教員の育成について】

２ 課題
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・ 新たな時代・学びに対応した研修について

・ 新たな時代に求められる教員の資質・能力について

【論点２ 新たな時代に対応した教員の育成について】

３ 協議内容


